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《
外
務
省
予
算
案
》

　

外
務
省
で
は
、
従
来
よ
り
海
外
子
女

教
育
関
係
予
算
の
充
実
・
強
化
に
努
め

て
き
て
い
る
。
二
〇
二
三
年
度
予
算
政

府
原
案
に
お
い
て
は
、
校
舎
借
料
、
現

地
採
用
教
師
謝
金
に
加
え
、
日
本
人
学

校
設
備
等
の
老
朽
化
・
耐
震
化
対
策
や

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
配
置
す
る
警
備
員
謝

金
を
含
む
安
全
対
策
支
援
の
予
算
要
求

を
行
っ
た
。
ま
た
世
界
各
地
の
日
本
人

学
校
・
補
習
授
業
校
運
営
委
員
会
等
か

ら
の
要
望
事
項
を
精
査
の
う
え
、
必
要

と
さ
れ
る
諸
経
費
を
計
上
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
二
〇
二
三
年
度
外
務
省

予
算
政
府
案
に
お
け
る
海
外
子
女
教
育

関
連
の
総
額
は
、
約
四
一
億
五
〇
〇
〇

万
円
と
な
っ
て
い
る
（
対
前
年
度
比
約

六
億
七
〇
〇
〇
万
円
、
約
一
九
パ
ー
セ

ン
ト
増
）。　

１
．
日
本
人
学
校

⑴
学
校
施
設
に
対
す
る
支
援

校
舎
借
料
支
援
を
含
め
、
施
設
面
で

の
支
援
と
し
て
約
十
一
億
円
を
計
上

し
て
い
る
。

⑵
現
地
採
用
教
師
謝
金
支
援

約
六
億
二
〇
〇
〇
万
円
を
計
上
し
て

い
る
。

⑶
安
全
対
策
支
援

ガ
ー
ド
マ
ン
雇
用
費
（
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
配
備
す
る
ガ
ー
ド
マ
ン
雇
用
費

含
む
）
お
よ
び
警
備
機
器
維
持
管
理

費
、
学
校
施
設
の
強
化
経
費
お
よ
び

老
朽
化
・
耐
震
化
対
策
経
費
を
支
援

対
象
と
し
、
総
額
約
八
億
五
〇
〇
〇

万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

２
．
補
習
授
業
校

⑴
学
校
施
設
に
対
す
る
支
援

校
舎
賃
貸
借
料
の
支
援
費
と
し
て
約

四
億
五
〇
〇
〇
万
円
を
計
上
し
て
い

る
。

⑵
現
地
採
用
講
師
謝
金
支
援

約
十
億
三
〇
〇
〇
万
円
を
計
上
し
て

い
る
。

⑶
安
全
対
策
支
援

ガ
ー
ド
マ
ン
雇
用
費
お
よ
び
警
備
機

器
維
持
管
理
費
を
支
援
対
象
と
し
、

総
額
約
一
億
円
を
計
上
し
て
い
る
。

《
文
部
科
学
省
予
算
案
》

　

急
速
な
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
に
伴
い
、
企
業
等
の
海
外
進
出
に
よ

り
帯
同
す
る
子
供
の
教
育
環
境
の
整

備
・
充
実
が
不
可
欠
で
あ
り
、
他
国
を

尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
に

寄
与
す
る
態
度
や
、
豊
か
な
語
学
力
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
主
体

性
・
積
極
性
、
異
文
化
理
解
の
精
神
等

を
身
に
付
け
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
で

き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
の
推
進

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

二
〇
二
二
年
六
月
に
「
在
外
教
育
施

設
に
お
け
る
教
育
の
振
興
に
関
す
る
法

律
」（
令
和
四
年
法
律
第
七
三
号
）
が
公

布
・
施
行
さ
れ
、
在
外
教
育
施
設
に
お

け
る
教
育
の
振
興
に
つ
い
て
の
法
的
位

置
付
け
が
明
確
と
な
っ
た
。
国
内
と
同

等
の
学
び
の
環
境
整
備
や
「
選
ば
れ
る

在
外
教
育
施
設
づ
く
り
」
に
向
け
た
特

色
化
支
援
な
ど
、
在
外
教
育
施
設
が
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
や
国
際
相
互
理

解
の
増
進
に
寄
与
す
る
た
め
の
取
組
の

推
進
を
図
る
た
め
、
ま
た
、
高
校
生
の

国
際
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
や
外
国
人

児
童
生
徒
等
の
教
育
の
充
実
を
図
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に

お
け
る
児
童
生
徒
の
教
育
機
会
の
確

保
・
充
実
の
た
め
、
総
額
一
九
五
億
円

を
計
上
し
た
。

１
．
在
外
教
育
施
設
教
員
派
遣
事
業
等

　

在
外
教
育
施
設
へ
の
教
師
派
遣
等
に

係
る
経
費
と
し
て
一
七
六
億
九
七
〇
〇

万
円
を
計
上
。
在
外
教
育
施
設
派
遣
教

師
数
は
二
〇
二
二
年
度
に
比
べ
倍
増
と

な
る
二
十
人
を
増
員
し
、
計
一
三
六
一

人
を
派
遣
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を

計
上
。

２
．
海
外
子
女
教
育
推
進
体
制
の
整
備

　

在
外
教
育
施
設
の
認
定
、
安
全
対
策
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
、
教

育
・
運
営
に
係
る
指
導
・
助
言
を
行
う

「
在
外
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
設
置
、

「
選
ば
れ
る
在
外
教
育
施
設
」
づ
く
り

に
向
け
た
特
色
化
を
推
進
す
る
た
め
、

在
外
教
育
施
設
な
ら
で
は
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
国
際
交
流
の
促
進
な
ど
の
優

れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
援
す
る
在

外
教
育
施
設
重
点
支
援
プ
ラ
ン
、
派
遣

教
師
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
に
、
帰
国

教
師
の
能
力
や
知
識
、
経
験
を
国
内
に

還
元
・
共
有
す
る
帰
国
教
師
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
事
業
に
係
る
経
費
と
し
て
、

九
七
〇
〇
万
円
を
計
上
し
た
。

外
務
省
・
文
部
科
学
省
の
二
〇
二
三（
令
和
五
）年
度

在
外
教
育
等
関
係
予
算
政
府
案
決
ま
る

　

こ
の
ほ
ど
二
〇
二
三
年
度
の
政
府
予
算
編
成
が
行
わ
れ
、
外
務
省
・
文
部
科
学
省
の
在
外
教
育
等
関
係
予
算
の
政
府
案
が
発
表

さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
両
省
合
わ
せ
た
総
額
は
二
三
六
億
四
二
〇
〇
万
円（
対
前
年
度
比
約
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
増
）と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。
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３
．
海
外
子
女
教
育
活
動
の
助
成

　

在
外
教
育
施
設
に
お
け
る
教
育
指
導

の
充
実
の
た
め
、
在
外
教
育
施
設
教
材

整
備
事
業
補
助
等
に
係
る
経
費
と
し
て
、

一
億
三
三
〇
〇
万
円
を
計
上
し
た
。

４
．
青
少
年
の
国
際
交
流
の
推
進

　

青
少
年
の
広
い
視
野
を
養
い
、
異
な

る
文
化
を
持
つ
人
々
と
共
に
協
調
し
て

い
く
態
度
な
ど
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

国
際
交
流
を
通
じ
、
相
互
理
解
を
深
め
、

多
様
な
文
化
の
理
解
に
向
け
た
契
機
を

提
供
す
る
た
め
、
青
少
年
の
国
際
交
流

促
進
費
用
と
し
て
、
四
九
〇
〇
万
円
を

計
上
し
た
。

５
．
高
校
生
の
国
際
交
流
の
促
進

　

地
方
公
共
団
体
や
学
校
、
民
間
団
体

等
が
実
施
す
る
海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
す
る
高
校
生
に
対
し
、
都
道
府

県
を
通
じ
て
留
学
経
費
の
支
援
や
都
道

府
県
に
お
け
る
留
学
機
運
の
醸
成
、
日

本
語
を
学
ぶ
外
国
人
高
校
生
の
短
期
招し

ょ
う

聘へ
い

を
行
う
た
め
、
一
億
四
一
〇
〇
万
円

を
計
上
し
た
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
諸
国
を

中
心
に
日
本
語
を
学
ぶ
高
校
生
を
日
本

の
高
校
に
招
聘
し
、
国
際
交
流
を
深
め

る
と
と
も
に
、
留
学
生
と
日
本
人
高
校

生
が
交
流
す
る
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
を

開
催
し
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材

育
成
を
推
進
す
る
た
め
「
ア
ジ
ア
高
校

生
架
け
橋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＋
」（
新
規
）

実
施
に
係
る
経
費
と
し
て
一
億
七
六
〇

〇
万
円
を
計
上
し
た
。

６
．
外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
教
育
の

充
実

　

帰
国
・
外
国
人
児
童
生
徒
等
の
公
立

学
校
へ
の
受
入
体
制
や
日
本
語
指
導
体

制
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
就
学

に
課
題
を
抱
え
る
外
国
人
の
子
供
の
就

学
を
促
進
す
る
た
め
、
必
要
な
支
援
を

行
う
自
治
体
に
対
す
る
補
助
を
行
う
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
等
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
教
員
研
修
の
充
実
の
た
め
の
「
外

国
人
児
童
生
徒
等
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」
の
派
遣
、
外
国
人
児
童
生
徒
等
教

育
支
援
の
た
め
の
情
報
検
索
サ
イ
ト

「
か
す
た
ね
っ
と
」
の
整
備
、
外
国
人

の
子
供
の
就
学
状
況
等
の
実
態
調
査
の

実
施
な
ど
、
教
育
支
援
に
係
る
基
盤
整

備
の
取
組
を
進
め
る
。
さ
ら
に
、
児
童

生
徒
の
日
本
語
能
力
を
評
価
す
る
た
め

の
能
力
記
述
文
の
作
成
や
散
在
地
域
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
体
制
づ
く

り
た
め
の
調
査
研
究
、
高
校
段
階
に
お

け
る
「
特
別
の
教
育
課
程
」
の
編
成
な

ど
に
よ
る
日
本
語
指
導
を
行
っ
て
い
る

事
例
の
収
集
及
び
周
知
、
教
員
等
を
対

象
と
し
た
研
修
の
実
施
な
ど
、
外
国
人

児
童
生
徒
等
の
教
育
の
充
実
を
図
る
た

め
、
十
一
億
九
六
〇
〇
万
円
を
計
上
し

た
。

2023年度文部科学省海外子女教育関係予算額一覧（政府原案）

※百万円未満四捨五入のため、各項目の合計と合計欄の金額は一致しない場合がある。

（単位：百万円）

区　分 2022年度
予算案

2023年度
予算 差引増減 備　　考

１．在外教育施設教員派遣事業等 16,958 17,697  739 １．在外教育施設教員派遣事業　計20人増
２．在外教育施設派遣教員経費の委託
３．在外教育施設派遣教員選考・研修等

２．海外子女教育推進体制の整備 77 97 20 １．在外教育施設認定調査
２．在外教育施設安全管理体制の構築
３．在外教育施設教育支援事業
４．在外教育施設重点支援プラン
５．帰国教師ネットワーク構築事業
６．在外教育施設幼稚部等調査

３．海外子女教育活動の助成 137 133 ▲ 4 在外教育施設教材整備事業補助　等

４．青少年の国際交流の推進 51 49 ▲ 2 １．青少年国際交流推進事業
２．地域における青少年の国際交流推進事業
３．企画推進委員会の開催

５．高校生の国際交流の促進 631 320 ▲ 311 １．国費高校生留学促進事業
２．グローバル人材育成の基盤形成事業
３．アジア高校生架け橋プロジェクト（+）

６．外国人児童生徒等への教育の
　　充実

1,132 1.196 64 １．帰国・外国人児童生徒等に対するきめ細かな
　　支援事業
２．外国人の子供の就学促進事業
３．日本語指導が必要な児童生徒等の教育支援基
　　盤整備事業
４．多文化共生に向けた日本語指導の充実に関す
　　る調査研究
５．高等学校における日本語指導体制整備事業

合　　計 18,986 19,492 506 対前年度比2 . 7％増

ニュースニュース



「
補
習
授
業
校
運
営
委
員
長
会

議
＆
マ
ジ
き
ら
会
議
二
〇
二
二
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
（
Ｊ
Ｏ
Ｅ

Ｓ
）
は
、
昨
年
九
月
に
日
本
人
学
校
を

対
象
に
運
営
委
員
長
会
議
を
実
施
し
た

の
に
続
き
、
二
月
九
日
と
十
日
の
二
日

間
に
わ
た
っ
て
、
世
界
各
地
の
補
習
授

業
校
を
対
象
と
し
た
「
運
営
委
員
長
会

議
」と「
マ
ジ
き
ら
会
議（
マ
ジ
メ
な
話
を

き
ら
く
に
す
る
会
議
）」
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
し
た
。

　

時
差
と
学
校
数
を
考
慮
し
て
会
議
は

五
回
実
施
さ
れ
、
計
一
〇
〇
人
を
超
え

る
関
係
者
が
参
加
し
た
。

　

運
営
委
員
長
会
議
の
テ
ー
マ
は
そ
れ

ぞ
れ
「
教
職
員
の
確
保
」「
運
営
の
安
定
」

「
政
府
支
援
」「
特
色
化
取
り
組
み
事
例

の
紹
介
」「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
導
入
」。

　

冒
頭
に
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
の
小
林
栄
三
会
長

と
綿
引
宏
行
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
ほ
か
、
国
会
議
員
で
在
外
教
育
推

進
議
員
連
盟
の
遠
藤
利
明
会
長
が
国
の

立
場
か
ら
、
文
部
科
学
省
と
外
務
省
が

政
府
の
立
場
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
し
た
学
校
の
数
校
が

各
回
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
自
校
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
具
体
的
に
紹
介
し
、
質

疑
応
答
や
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ
れ

た
。

　

続
く
「
マ
ジ
き
ら
会
議
」
で
は
、
司

会
進
行
を
務
め
た
綿
引
理
事
長
も
自
ら

ネ
ク
タ
イ
を
外
し
、
雰
囲
気
を
変
え
て

「
マ
ジ
メ
な
話
」を「
き
ら
く
」に
す
る
フ

リ
ー
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
っ
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
が
、
情
報
や
悩
み
を
共
有
す
る
こ

と
で
ヒ
ン
ト
や
勇
気
を
も
ら
え
た
学
校

も
少
な
く
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

終
了
後
、
参
加
者
か
ら
は
「
補
習
校

の
規
模
を
超
え
て
共
通
す
る
悩
み
が
あ

る
こ
と
、
今
後
は
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
お
よ
び
補

習
校
が
つ
な
が
り
、
教
育
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
く
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
等
が
、
世
界
の
補
習
校
を

支
え
る
力
に
な
る
の
だ
と
実
感
し
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
「
つ
な
が
り
」
を
持
つ
こ

と
で
生
ま
れ
る
一
体
感
、
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
「
海
外
子
女
教
育
」
を
ま
す
ま

す
充
実
さ
せ
、「
在
外
教
育
施
設
教
育

振
興
法
」
の
対
象
を
さ
ら
に
広
げ
る
改

正
法
の
成
立
へ
と
向
か
わ
せ
て
い
く
の

だ
ろ
う
。

　

補
習
授
業
校
、
そ
し
て
海
外
子
女
教

育
、
さ
ら
に
日
本
の
「
未
来
」
が
楽
し

み
に
な
る
熱
い
二
日
間
と
な
っ
た
。

二
〇
二
三
年
度
日
本
人
学
校
等

学
校
採
用
教
員
内
定
者
等
の

研
修
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
は
日
本
人

学
校
等
学
校
採
用
教
員
内
定
者
等
に
向

け
て
、
事
前
に
動
画
に
よ
る
講
義
を
配

信
し
、
二
月
二
十
六
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
ラ
イ
ブ
研
修
を
行
っ
た
。

　

学
校
採
用
教
員
と
は
日
本
人
学
校
等

の
現
地
採
用
教
員
の
う
ち
、
本
財
団
に

よ
る
支
援
制
度
を
通
じ
て
採
用
さ
れ
る

教
員
の
こ
と
。
二
三
年
度
の
内
定
者
は

一
二
四
人
、
赴
任
先
は
ア
ジ
ア
の
日
本

人
学
校
を
中
心
に
三
十
校
に
わ
た
る
。

今
回
の
研
修
に
は
さ
ら
に
東
京
学
芸
大

学
推
薦
合
格
者
や
文
部
科
学
省
プ
レ
派

遣
教
師
も
加
わ
っ
て
実
施
さ
れ
、
合
計

一
二
八
人
が
参
加
し
た
。

　

研
修
の
お
も
な
目
的
は
、「
海
外
渡

航
に
必
要
な
準
備
を
行
う
」「
海
外
子
女

教
育
、
日
本
人
学
校
等
に
つ
い
て
理
解

し
、
教
員
と
し
て
の
心
構
え
を
認
識
す

る
」「
日
本
人
学
校
等
の
教
員
と
し
て
求

め
ら
れ
る
基
本
的
な
心
構
え
、
具
体
的

な
指
導
方
法
等
に
つ
い
て
学
ぶ
」
こ
と
。

参
加
者
は
事
前
に
動
画
で
配
信
さ
れ
る

講
義
を
視
聴
し
て
か
ら
、
当
日
の
ラ
イ

ブ
研
修
に
臨
ん
だ
。

　

事
前
の
講
義
は
「
在
外
教
育
施
設
の

現
状
と
期
待
」
に
つ
い
て
文
部
科
学
省

総
合
教
育
政
策
局
国
際
教
育
課
国
際
調

整
企
画
官
の
田
中
秀
和
氏
、「
教
師
と

し
て
の
基
礎
的
素
養
」「
教
科
等
指
導
の

基
本
的
な
授
業
の
進
め
方
」
に
つ
い
て

東
京
学
芸
大
学
附
属
大
泉
小
学
校
副
校

長
の
細
井
宏
一
氏
、「
学
級
経
営
」「
生
活

指
導
」「
危
機
管
理
」
に
つ
い
て
東
京
学

芸
大
学
教
職
大
学
院
教
授
の
赤
羽
寿
夫

氏
、「
特
別
支
援
教
育
」
に
つ
い
て
は
国

立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
主
任
研

究
員
の
小
澤
至
賢
氏
が
担
当
し
、
二
月

十
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
配
信
さ

れ
た
。

　

二
十
六
日
の
研
修
で
は
海
外
子
女
教

育
振
興
財
団
の
綿
引
宏
行
理
事
長
が
動

画
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
、
参
加
者
た

ち
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

続
い
て
、
北
京
日
本
人
学
校
の
細
野

輝
彦
校
長
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本
人
学

校
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
校
の
石
坂
克
己
校
長

が
そ
れ
ぞ
れ
「
在
外
教
育
施
設
の
現
状

お
よ
び
日
本
人
学
校
等
の
教
員
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
心
構
え
、
赴

任
前
に
し
て
お
く
べ
き
こ
と
」
に
関
し

て
講
義
し
た
ほ
か
、
ク
リ
ス
タ
ル
・
チ

ル
ド
レ
ン
の
佐
々
木
恭
子
氏
に
よ
る「
海

外
赴
任
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
講

話
」、
東
京
学
芸
大
学
附
属
国
際
中
等

教
育
学
校
教
諭
の
高
松
美
紀
氏
に
よ
る

講
義
「
授
業
技
術
の
基
礎
」が
行
わ
れ
た
。
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そ
の
後
、
赴
任
地
別
に
分
か
れ
て
の

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
がZoom

で
行

わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
赴
任
後
の
「
仲

間
」同
士
で
親
交
を
深
め
た
。

　

午
後
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
が
希
望
の
教

科
等
（
国
語
／
算
数
・
数
学
／
社
会
／

理
科
／
特
別
支
援
教
育
／
道
徳
／
外
国

語（
英
語
）／
音
楽
／
道
徳
）に
分
か
れ

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
。
目

的
は
、
授
業
構
成
・
運
営
や
授
業
づ
く

り
に
生
か
せ
る
指
導
方
法
と
い
っ
た
基

本
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
か
ら
身
に
つ

け
る
こ
と
。

　

各
グ
ル
ー
プ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
、
現
職

の
教
師
や
大
学
・
大
学
院
の
教
授
ら
が

講
師
と
な
り
、
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー
ト

が
行
わ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
い
ま
赴
任
さ
れ
て

い
る
校
長
先
生
や
海
外
子
女
教
育
に
詳

し
い
先
生
が
た
か
ら
心
構
え
や
指
導
方

法
、
赴
任
前
に
す
べ
き
準
備
等
に
つ
い

て
具
体
的
に
教
え
て
も
ら
え
た
の
は
た

い
へ
ん
有
意
義
だ
っ
た
」、「
事
前
に
課
題

の
動
画
を
配
信
し
て
も
ら
え
た
の
は
、

見
返
す
こ
と
も
で
き
て
と
て
も
参
考
に

な
っ
た
」、「
い
っ
し
ょ
に
海
外
に
行
く
人

た
ち
と
事
前
に
交
流
で
き
た
の
が
よ
か

っ
た
。
不
安
が
軽
減
し
て
赴
任
す
る
の

が
楽
し
み
に
な
っ
た
。
渡
航
ま
で
の
間
、

情
報
を
交
換
し
合
い
な
が
ら
気
持
ち
を

高
め
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
キ
ャ
リ
ア

フ
ェ
ア
に
参
加

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
（
Ｊ
Ｏ
Ｅ

Ｓ
）
は
二
月
二
十
六
日
（
東
京
）
と
三

月
四
日（
大
阪
）
に
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ

ム
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ア
に
参
加
し
た
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
「
語
学
指

導
等
を
行
う
外
国
青
年
招
致
事
業
」
の

こ
と
で
、
総
務
省
や
外
務
省
、
文
部
科

学
省
お
よ
び
自
治
体
国
際
化
協
会
（
Ｃ

Ｌ
Ａ
Ｉ
Ｒ
）
の
協
力
に
よ
り
実
施
さ
れ

て
い
る
。
外
国
の
青
年
を
招
致
し
て
地

方
自
治
体
等
で
任
用
し
、
外
国
語
教
育

の
充
実
と
地
域
の
国
際
交
流
推
進
を
は

か
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　

こ
の
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ア
は
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
が
日
本
で
の
就
職

を
実
現
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
場
を

提
供
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
は
日
本
人
学
校
等

で
の
外
国
人
指
導
者
採
用
に
関
し
て
紹

介
す
る
た
め
に
参
加
し
、
関
心
を
示
し

た
来
場
者
に
向
け
て
実
際
の
仕
事
の
内

容
や
在
外
教
育
施
設
に
関
し
て
説
明
を

行
っ
た
。

　

Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
任
期
終
了
後

も
日
本
で
活
動
し
た
い
と
い
う
希
望
者

が
多
い
な
か
、「
数
年
後
、
母
国
に
帰

国
し
た
際
の
働
き
方
の
一
つ
と
し
て
考

え
た
い
」
と
い
う
来
場
者
の
姿
も
見
ら

れ
、
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
は
今
後
も
積
極
的
に
本

活
動
を
進
め
て
い
く
予
定
。

海
外
で
使
用
す
る
教
科
書
の

無
償
配
付
に
つ
い
て

（
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
）

　

海
外
滞
在
予
定
が
一
年
以
上
（
永
住

は
除
く
）
の
日
本
国
籍
を
持
つ
小
・
中

学
生
は
無
償
で
教
科
書
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
現
地
到
着
当
初
に
使
用
す

る
教
科
書
は
海
外
で
は
用
意
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
か
な
ら
ず
出
国
前
に
海

外
子
女
教
育
振
興
財
団
で
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
の
海
外
滞
在
中
の
教
科
書
に

関
し
て
は
在
留
地
を
管
轄
す
る
在
外
公

館
（
大
使
館
・
総
領
事
館
等
）
が
配
付

を
統
括
し
て
い
ま
す
。

　

現
地
に
到
着
し
ま
し
た
ら
、
速
や
か

に
在
外
公
館
に
「
在
留
届
」
を
提
出
し
、

教
科
書
受
領
の
た
め
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
本
財
団
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

海
外
子
女
教
育
振
興
財
団
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海
外
子
女
が
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州

政
府
主
催
の
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

で
第
一
位
を
受
賞

　

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
政
府
主
催
の
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
州
在
住
の
小
学
四
年
生
全
員

を
対
象
と
し
た
作
文
課
題
〝Living IN

 
Indiana.

〞
に
お
い
て
、
南
イ
ン
デ
ィ

ア
ナ
補
習
授
業
校
、
当
時
小
学
三
年
生

だ
っ
た
堀
田
悠
翔
さ
ん
が
応
募
総
数
約

一
二
〇
〇
点
の
中
か
ら
第
一
位
を
受
賞

し
た
。

　

日
本
か
ら
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
に
来
て
、

同
州
の
い
ち
ば
ん
の
魅
力
は
「
フ
レ
ン

ド
リ
ー
な
人
々
」
だ
と
、
実
際
の
経
験

を
も
と
に
生
き
生
き
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
議
事
堂
で
と
り
行

わ
れ
た
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
制
定
記
念
日

の
式
典
内
で
の
授
賞
式
で
は
、
州
の
四

年
生
を
代
表
し
て
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

受
賞
作
文
：

https://w
w
w
.in.gov/library/icb/

statehood/

授
賞
式
：

https://youtu.be/v3w
rn5Ld1GA
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